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Graduate School of International Policy & Management
COURSE SYLLABUS – Spring 2016 
DPPG 8630：　世界の中の日本
（２単位／４単位）(
授業時間：火曜日午後2:00-3:50
教室：　MRSE B105
講師：　赤羽恒雄

オフィス＿CF300J

☎＿831−647−3564

E-メール＿takaha@miis.edu

オフィスアワー＿水曜日午後2:00−5:00
講座の焦点と目的
このセミナーでは世界における日本の役割を安全保障と政治、経済、社会・文化の三つの分野で検討する。セミナーでは講義、クラス討議、個人研究と研究発表が行われる。世界に影響を与える日本の能力は、日本の人的・物質的資源と、国際関与での資源の効果的活用、ならびに国際問題に対する日本の立場が他の国家や国際組織、また多国籍企業などの国際主体によってどこまで受け入れられるかによる。こうした日本の影響力は「ハードパワー」（他の国際主体に対する強制的力、国際主体に日本の立場を受け入れる動機を与えるための物質的な力）と「ソフトパワー」（他の国際主体に日本の魅力を感じさせるような外交や文化などの力）に分けることができる。このセミナーでは、こうした概念的な問題をまず明らかにし、次に、いろいろな国際問題における日本の立場への支持を強要したり促したりする日本の能力の大きさと性質について検討を行う。検討対象には国際安全保障、国際貿易・発展、国連の役割、歴史の教訓、地域経済統合、国際移民・難民問題、地球気候変動、国際文化教育交流などが含まれる。

（このセミナー取得には前提条件は無し）
教科書／必読リーディング
本講座ではいわゆる教科書は使わない。リーディングは全て大学図書館のE−リザーブで手に入る。このうち、ウェブサイトからダウンロードできるものは「授業スケジュール」にそのURLを示してある。
授業形態と規則

このセミナーでは講義とクラス討論からなる。討論はリーディングを基に行われる。受講生はそれぞれのセッションで話し合われるリーディングをセッションの前までに済まし、討論に積極的に参加すること。討論への参加がなければ出席したことにはならない。

ACADEMIC CONDUCT

All students will be held to all policies and procedures listed in the most current Policies and Standards Manual (PSM).  This includes but is not limited to our Student Honor Code and regulations on plagiarism.  A complete copy of the Policies and Standards Manual (PSM) can be found here: (http://www.miis.edu/media/view/23925/original/policy_and_standards_manual_update.pdf).

Self-Plagiarism: Re-use of a student’s work, in part or in its entirety, for another course without the express permission of the course instructor may be considered a form of plagiarism.
宿題
1. リーディング、クラス討論(２０点)：４単位選択の受講生は必読リーディングを全て読みこなし、クラスでこれについて討論する準備をし、討論に積極的に参加する。２単位選択者はそれぞれのセッションの必読リーディングの半分を選んで読む。クラスでの討論には４単位選択者と共に積極的に参加する。
2. パネル討論会（２０点）：（２単位選択者、４単位選択者共通）セッション１から４まで授業で扱う歴史に関する課題から選んだテーマについてパネルを設け、全員がこれに参加し、リーディングとクラス討論を参考に意見の交換をする。テーマとパネル討論会の詳細については授業中に話し合う。

3. 論文（２単位選択者は最長１１ページまで、４単位選択者は最長２２頁まで；研究論文ドラフト締め切り：セッション１４；最終論文締め切り５月１５日）（５0点）：各自受業で扱ったテーマから一つ選び、より詳しい研究をする。テーマの選択と研究の進め方などについて講師と相談をしてから研究のための読書を始めること。論文の構成は下記を参考にする。カッコ内の頁数を参考すること。註は脚註でもよし、あるいは論文の最後に示してもよし。（註のスタイルの参考：鈴木貞美「敗戦の思想」、鈴木貞美『日本の文化ナショナリズム』、平凡社、２００５年、２２２−２３９頁。）
a. 序文（１−２頁）：論文テーマと設問、焦点、範囲、論文の構成、結論を簡単に紹介する。

b. テーマ紹介（２−３頁）：論文テーマの内容と、世界の中の日本を検討する中でテーマがどのような意義を持つかについて述べる。

c. 先行研究紹介（２−３頁）：論文テーマに関する主な先行研究をこの論文との関連から述べ、論文で扱う設問の意義を明らかにする。

d. 仮説（設問への予想される結論）と研究方法（１−２頁）：設問に対する予想される回答と、設問に応えるための研究方法を紹介。

e. 分析（５−６頁）：テーマに関する情報を自分の議論の視点から分析し、設問への答えを導く。

f. 結論（２−３頁）：設問への答えを示し、予想していた答えと合致する点、合致しない点、新しい発見などについて述べる。さらに、この研究の限界や将来追求すべき問題点についても反省を込めて述べる。

g. 参考文献（２−３頁）：この論文を書くにあたって参考にした主な文献をリストする。

h. 付録：本文を理解するのに是非必要な図表は論文の中に示すが、その他参考になる図表がある場合は付録に入れる。付録は論文の頁制限には数えない。

4. 研究発表（セッション１５、１６）：（２単位選択者、４単位選択者共通）論文のドラフト（草稿）を基に研究の課題と結論を一人１５分にまとめて発表する。発表の後、５分間ほどの質疑応答の時間を設ける。

注：提出が締め切りに間に合わない場合は、一日遅れるにつき1点減点される。学期を通じて、目に見える努力と向上が見られる場合は、教官の判断により最高5点まで加点される。
成績評価

成績評価は下記のスケジュールによる。
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POLICY FOR STUDENT DISABILITY ACCOMMODATIONS

Students with documented disabilities who believe that they may need accommodations in class are encouraged to contact Assistant Dean of Student Services, Ashley Arrocha, as early in the semester as possible to ensure that such accommodations are implemented in a timely manner. Assistance is available to eligible students through the Office of Student Services. Please contact aarrocha@miis.edu or 831-647-4654 for more information. All discussions will remain confidential.
授業スケジュール

セッション１＿はじめに：世界の中の日本の位置

【世界の中の日本の位置について考えるにあたって、まず、日本のイメージとその背後にある日本の歴史、地理、文化、アイデンティティーについて自由に討論する。】　

セッション２、３、４＿歴史の遺産（歴史認識の問題）

【今日の世界における日本の位置を理解するためには日本の歴史を世界史、特に東アジアの歴史の中で考察する必要がある。ここでは、いわゆる「歴史認識の問題」をめぐる論争を検討する。】

必読

1. 鈴木貞美「敗戦の思想」、鈴木貞美『日本の文化ナショナリズム』、平凡社、２００５年、２２２−２３９頁。

2. 安倍晋三「私の原点」、安倍晋三『美しい国へ』、文藝春秋、１５−２９頁。

3. 安倍晋三「自立する国家」、安倍晋三『美しい国へ』、文藝春秋、６０−７４頁、８２−８６、９０−９９頁。

4. 安倍晋三「日米同盟の構図」、安倍晋三『美しい国へ』、文藝春秋、１２０−１４４頁。

下記のリストから一つ選ぶ

5. 朝日新聞「一から分かる靖国問題」、『朝日新聞』２００５年６月３日（「靖国問題の基礎知識」、『論座』編集部編『読売新聞主筆渡辺恒雄VS朝日新聞論説主幹若宮啓文＿「靖国」と小泉首相』、朝日新聞社、２００６年、７８−９２頁に再収録）

6. 財団法人女性のためのアジア平和国民基金（アジア女性基金）『「慰安婦」問題とアジア女性基金』、財団法人女性のためのアジア平和国民基金（アジア女性基金）、２００７年、１−７、９−１２、１３−１６、１７−２２頁。

7. 東郷和彦「中国の場合＿靖国神社と村山談話」、東郷和彦『歴史認識を問い直す＿靖国、慰安婦、領土問題』、角川書店、２０１３年、１０６—１４８頁。

8. 東郷和彦「韓国の場合＿河野談話と慰安婦問題」、東郷和彦『歴史認識を問い直す＿靖国、慰安婦、領土問題』、角川書店、２０１３年、１４９−１７９頁。

9. 岩下明裕「『北方領土問題』とは何か」、岩下明裕『北方領土問題＿４でも０でも、２でもなく』、中央公論新社、２００５年、３−２１頁。

10. 東郷和彦「尖閣問題＿対中国外交と日本の安全保障」、『危機の外交＿首相談話、歴史認識、領土問題』、KADOKAWA、２０１５年、１０１−１３１頁。

参照

· 孫崎享編『検証＿尖閣問題』、岩波書店、２０１２年、１２−１００頁。

· 高橋哲也『靖国問題』、筑摩書房、２００５年。

· 和田春樹『北方領土問題＿歴史と未来』、朝日新聞社、１９９９年。

セッション５＿パネル討論会

【歴史認識問題について具体的な課題についてゼミ参加者の意見交換をする。】
セッション６、７、８、９＿外交関係と安全保障政策

【米国、中国、韓国、ロシアとの関係における日本の抱える外交上の課題を検討する。さらに、日本の国家安全保障政策と人間の安全保障政策についても考察する。】
必読

· 原貴美恵「分割された東アジアと日本外交＿歴史検討から諸問題解決の鍵を探る」原貴美恵編『「在外」日本人研究者がみた日本外交【現在・過去・未来】』、藤原書店　２００９年、１６１−１７９頁、２８９−２８６頁（註のページは本の最後から始まり、ページは逆方向）。

· アカハ・ツネオ（赤羽恒雄）・八丁由比訳「日本の三つの顔＿ナショナリスト・リージョナリスト・グローバリストとしての将来」、日本国際政治学会編『２１世紀の日本、アジア、世界＿日本国際政治学会・米国国際関係学会合同国際会議からの展望』、国際書院、１９９８年、７７５−８０６頁。

· 赤羽恒雄「ソフトパワーからハードパワーへ＿転換する日本の安全保障政策」、原貴美恵編『「在外」日本人研究者がみた日本外交【現在・過去・未来】、藤原書店、２００９年、１５−４５頁、３０８−３０３頁（註のページは本の最後から始まり、ページは逆方向）。

· 平田恵子「日本の安全保障政策と国内議論」、原貴美恵編『「在外」日本人研究者がみた日本外交【現在・過去・未来】、藤原書店、２００９年、４６−８２頁、３０３−２９８頁（註のページは本の最後から始まり、ページは逆方向）。

· 星野俊也「日本のODAと『人間の安全保障』」、『国際問題』No. 637（2014年12月）、５−１４頁。

· 福島安紀子「日本と『人間の安全保障』」、福島安紀子『人間の安全保障＿グローバル化する多様な脅威と政策フレームワーク』、千倉書房、２０１０年、８７−１２２頁。

下記のリストから一つ選ぶ

· 本田優「２１世紀の日本と戦略」、本田優『日本に国家戦略はあるのか』、朝日新聞社、２００７年、２４９−２９０頁。

· 石破茂「憲法を、取り戻す」、石破茂『日本を、取り戻す。憲法を、取り戻す』、PHP研究会、２０１３年、１７７−１９６頁。

· 自由民主党「日本国憲法改正草案」＿平成２４年４月２７日（決定）、石破茂『日本を、取り戻す。憲法を、取り戻す』、PHP研究会、２０１３年、１９７−２０１頁。

· 秋山信将「岐路に立つ人間の安全保障＿日本外交の展開の文脈において」、篠田秀朗・上杉雄司編『紛争と人間の安全保障＿新しい平和構築のアプローチを求めて』、国際書院、２００５年、２５１−２７３頁。

セッション１０、１１＿人口減少・少子化・国際移民問題＊

【人口減少と少子化の進む日本は、労働力不足や過疎化、また、国家財政赤字の累積や経済成長の減速など大きな問題を抱えている。その結果、日本の国際社会における役割にも縮小しつつある。対応策として移民の受け入れ拡大への提唱もあるが、賛否両論があり、移民政策の改革は遅々として進んでいない。移民の受け入れの必要性と、移民政策の改革の見通しについて議論する。】
必読

· 萩原里紗・中島隆信「人口減少下における望ましい移民政策 -外国人受け入れの経済分析をふまえての考察」、RIETI Discussion Paper Series 13-J-018 , 経済産業研究所、２０１４年３月。　（http://www.rieti.go.jp/jp/publications/dp/14j018.pdf）
· 本多美樹「日本の労働移民政策の現状と課題」、トラン・ヴァン・トウ・松本邦愛・ド・マン・ホーン編著『東アジア経済と労働移動』、文眞堂、２０１５年、１６９−１９２頁。

· 木村健二「日系人移住者の子供の人間安全保障」、武者小路公秀編著『人間の安全保障＿国家中心主義をこえて』、ミネルヴァ書房、２０１０年、２１７−２３１頁。

＊国際移民問題をテーマとするモントレーモデルの講座の全体会議に参加する人を募集します。参加希望者には上記の論文の中のテーマを一つ選び、これについてパネルを組んで問題提起と意見発表をしてもらいます。

セッション１２、１３＿東アジア地域統合、環境問題

【戦後日本の経済成長は世界経済の発展に大きな役割を果たした。しかし、バブルが弾けてからの日本は「失われた10年」を体験し、さらに「失われた20年」となり、日本経済の将来を危惧する声も聞こえる。経済のグローバル化が進む中、一方では市場の相互依存関係が深化しネットワーク化が進み、他方では地域経済統合を目指す政策協調も見られる。こうした経済の変動は地球大の環境問題への国際協力の重要性も示している。ここでは地域経済統合における日本の政策と役割と、また環境問題における日本の役割について検討する。】

必読

· 片田さおり「アメリカのTPP政策と日本」、『国際問題』No. 644 (２０１５年９月)、３３−４４頁。

· 赤羽恒雄「北東アジア地域の地域統合過程」、飯田泰三編『北東アジアの地域交流＿古代から現代、そして未来へ』国際書院、２０１５年、２３１−２４２頁。

· 亀山康子「日本と環境」、『平成22年度外務省国際問題調査研究・提言事業報告書「将来の国際情勢と日本の外交―20年程度未来のシナリオ・プラニング』、日本国際問題研究所、２０１１年３月３１日、６１−６９頁。

下記のリストから一つ選ぶ

· 天児慧「東アジア共同体と新国際秩序構想」、天児慧『中国・アジア・日本＿大国化する「巨龍」は脅威か』、筑摩書房、２００６年、１３５−１６３頁。

· 赤羽恒雄「北東アジア地域経済協力＿今日の状況と将来の展望」、宇野重昭・増田裕司編『北東アジア地域研究序説』、国際書院、２０００年、１０１−１２５頁。

＊　セッション１４：研究論文ドラフト提出締切日

セッション１４＿国際文化教育交流

【世界の中の日本の位置を検討する中で、国際的人材の育成のニーズが官民共に認められるようになった。ここでは、この課題の重要性とこれからの文化交流のあり方について検討する。】

必読

· 明石康「国際的な人材輩出という課題の重さ」、降旗高司郎編『リーダーシップと国際性』国際文化会館新渡戸国際塾講義録１、I-House Press、２００９年、３−２２頁。

· 藤田文子「日米文化交流＿二国間から他国間の交流へ」、『国際問題』No. 644（2015年9 月、４５−５３頁。

セッション１５、１６＿研究発表

最終論文締め切り：５月１５日
( ２単位、４単位いずれか選択すること。
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